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国立天文台客員教授等報告書 

 

受入教員 プロジェクト名：RISE 月惑星探査検討室  氏名： 竝木則行      

客員氏名： 関根康人               

称号： 客員教授 客員准教授 客員研究員（○をつける） 

期間： 平成 29年 4月 1日 ～ 平成 30年 3月 31日 

 

Ⅰ．以下の項目について、客員教授等本人が記入してください。 

［１］主な活動と成果（当初の計画についても記入すること） 
（共同研究） 

惑星・衛星の大気表層環境進化に関して、特に初期火星の古環境を堆積物記録から復元する研究を行っ

た。現在、火星表層に存在する古環境記録を留めた堆積物に対して、探査車キュリオシティをはじめと

する探査によって化学分析が行われている。また、このような着陸探査は、Mars2020や ExoMarsによっ

て、今後も盛んに継続的に行われることが予想される。このような火星表層の記録を解釈し、当時の大

気や水環境を復元する上でも、水-鉱物-大気相互作用に関する室内実験とその化学反応のモデル化は必

要不可欠である。本研究では、火星着陸探査の解釈や、我が国による将来の着陸探査も見据えた環境指

標（プロキシ）を作るための室内実験を行い、探査結果の解釈や、計画立案を行う礎を構築する。特に、

平成２９年度は、火星表層に存在する玄武岩からの化学風化速度を室内実験により調べ、キュリオシテ

ィの探査データを用いてゲイルクレーター古湖の水質を復元した。 

（教育） 

特になし。 

（その他） 

特になし。 

［２］本制度に対する意見、要望など 
特になし。 
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［３］国立天文台職員や大学院生と共同して行った研究等の学会発表、学術論文、解説等 
 

平成２９年度は、上記の火星ゲイルクレーターの水質復元と地球上のアナログ環境調査に関して、以下の研

究発表を行った。 

 

Sekine, Y., Imamura, S., Noda, N., Takahashi, Y., Uesugi, S., Kurisu, M., and Hartmann, J.. American 

Geophysical Union (AGU) Fall Meeting (2017) 

 

Chida, T., Sekine, Y., Fukushi, K., Matsumiya, H., Solongo, T., Hasebe, N., Davaadorj, J., 49th of 

Lunar and Planetary Science Conference (2017) 

 

 

 

 

Ⅱ．以下の項目について、受入教員が記入してください。 

［４］本制度に対する意見、要望など 
特になし 

 




